
■2025年度 学生の海外協定校派遣実績

・交換留学派遣

1 ～
https://international.mukogawa-

u.ac.jp/index.php/2026/03/28/hannam/

2 ～
https://international.mukogawa-

u.ac.jp/index.php/2026/03/28/koukan/

3 ~ ※留学終了後に公表予定

4 ~ ※留学終了後に公表予定

・国際センター主催のプログラム

1 ~

https://international.mukogawa-

u.ac.jp/index.php/2025/10/03/summer_ko

rea_2025/

2 ~

https://international.mukogawa-

u.ac.jp/index.php/2025/12/05/2024_taiwa

n/

№
派遣国/地域

（派遣大学/機関）
所管部署 教育研究活動内容派遣期間 個別ページURL

1 有 1

台湾

（台湾師範大学）

※学部間協定に基づく派遣

2025年12月

韓国

（韓南大学）

国際センター

海外協定校に最大2セメスターの間学生を派

遣し、既にある語学能力をもとに派遣先で専

門分野を学び専門性を高めたとともに、派遣

先独自の科目も履修することで、知的好奇心

やグローバルな視点の醸成につなげた。派遣

先で修得した単位は帰国後に単位互換を行

なった。

出発前には事前オリエンテーションを実施

し、留学上の注意点やその国の文化の事前学

習を行うほか、教務上の注意点などを説明し

た。また、留学中は毎月留学レポート等の提

出を義務付け、同レポートはその他在学生も

閲覧できるようにすることで、成果の共有と

留学への興味関心を引き上げることにつなげ

た。

2025年2月 2025年12月

1 有

単位認定

1

単位修得

（予定）者数大学院 大学

派遣人数

1

韓国

（梨花女子大学）
2026年2月 2026年12月 1 有 1

韓国

（韓南大学）
2026年2月 2026年12月 1 有

2025年8月

№
プログラム名

（派遣大学/機関）
所管部署 教育研究活動内容派遣期間

単位認定

（習得単位数）
単位修得者数

大学院 大学

夏期韓国語留学

（韓南大学）

国際センター

夏期休暇期間を利用して海外協定校の短期語

学研修プログラムに参加し、語学の授業に加

え、各国特有の文化を学ぶことができる

フィールドトリップを行った。参加者はプロ

グラムを通じて、語学の習得及び異文化理解

を深め、国際的な視野を広げることができ

た。

研修の実施にあたっては事前オリエンテー

ションを複数回実施し、留学上の注意点やそ

の国の文化の事前学習を行った。また、帰国

後にはアンケートを実施して参加者の満足度

や習熟度等の成果を測ったほか、各自が作成

した留学に関するプレゼンテーション資料を

もとに他プログラム合同で成果発表会を開催

し、成果の共有を行った。

（https://international.mukogawa-

u.ac.jp/index.php/medium-termshort-

termstudyabroad/）

2025年8月10日 2025年8月24日

派遣人数

9
有

（2単位）
9

夏期中国語留学

（銘傳大学）
2025年8月5日 2025年8月18日 16

有

（2単位）
16

個別ページURL



・学科主催のプログラム

1 ~
https://info.mukogawa-

u.ac.jp/publicity/newsdetail?id=5168

2 ~
https://info.mukogawa-

u.ac.jp/publicity/newsdetail?id=5183

派遣人数
№

プログラム名

（派遣大学/機関）
所管学部学科 教育研究活動内容派遣期間

協定校訪問プログラム

（バフチェシヒル大学）

食物栄養科学部

食創造学科

食の多様性について学び、国際的な活躍に必

要な異文化コミュニケーション力を強化する

ことを目的に、バフチェシヒル大学へ学生を

派遣し、現地でトルコ食品・料理に関する講

義を受講したほか、トルコ料理の調理実習を

行い、トルコの食文化や調理技術を学んだ。

また、日本食の紹介イベントや現地学生との

交流機会を多く用意し、参加学生のグローバ

ルな視点を醸成した。

出発前には複数回の事前オリエンテーション

を実施したほか、留学終了後に報告会を開催

し、研修の振り返りとともに成果の共有を行

なった。

2025年10月11日 2025年10月25日

ICSA in Istanbul

（バフチェシヒル大学）

建築学研究科

建築学専攻・景

観建築学専攻

海外保存修復実習の授業の一環として、バフ

チェシヒル大学へ学生を派遣し、現地で実習

を行った。現地では修復現場や建物等を見学

して知見を深めたほか各所でスケッチを行っ

た。また、バフチェヒシル大学及びその学生

とも交流機会を多く持ち、グローバルな視点

を醸成した。

出発前には複数回の事前オリエンテーション

を実施したほか、派遣期間中、参加学生は実

習報告書を作成するとともに実習中または実

習終了後にレポートの提出を行い、研修の振

り返りを行なった。

2025年10月21日 2025年11月7日
有

（1単位）
10

個別ページURL

10 無 ―

10

単位認定

（習得単位数）
単位修得者数

大学院 大学


